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こ
の
度
、文
集「
パ
リ
日

記
」を
出
版
し
ま
し
た
。こ
の

文
集
は
、著
者
の
パ
リ
で
の

生
き
ざ
ま
の
記
述
文
24
編

と
、ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
、オ
ル

セ
ー
美
術
館
、オ
ラ
ン
ジ
ュ

リ
ー
美
術
館
、ピ
カ
ソ
美
術

館
で
撮
影
し
た
巨
匠
の
作
品

の
一
部
の
写
真
26
点
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
５
判
・１
１
５
ペ
ー
ジ・

付
録（
Ａ
５
判
写
真「
パ
リ
の

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」）・
送
料
込
み

１
５
０
０
円

著
者
　
小
西
　
長
之
助

   

　
　

（
香
川
県
支
部
）

　
今
か
ら
67
年
も
以
前
、私

は
師
範
出
の
先
生
に
負
け
ま

い
と
、日
大
の
通
教
部
に
入

学
し
ま
し
た
。

　
送
付
さ
れ
て
く
る
教
材
に

目
を
通
し
、レ
ポ
ー
ト
を
提

出
す
る
の
だ
っ
た
。代
用
教

員
を
し
な
が
ら
、児
童
が
下

校
し
た
教
室
で
う
す
暗
く
な

る
ま
で
勉
強
し
た
り
、家
に

帰
っ
て
も
、続
き
の
テ
キ
ス
ト

に
目
を
通
し
た
り
し
た
。

　
夏
休
み
に
は
上
京
し
、一ヶ

月
ほ
ど
、二
松
学
舎
の
下
宿

に
世
話
に
な
り
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
通
教
生
た
ち
と
親

し
く
寮
生
活
を
楽
し
ん
だ
。

　
多
く
の
思
い
出
が
あ
る
中

で
、私
が
印
象
深
く
思
っ
て

い
る
の
は
、富
士
登
山
だ
。体

　
殿
様
御
麻
疹
後
御
痔
疾

之
御
気
味
に
な
ら
れ
候
に
つ

い
て
　
暑
中
長
途
御
旅
行
遊

ば
さ
れ
難
き
為
御
保
養
に
替

え
さ
せ
ら
れ
　
御
発
駕
御
延

引
遊
ば
さ
れ
る
べ
き
旨
　
仰

せ
出
さ
れ
候
　
五
月
廿
日
」

（
松
江
中
央
図
書
館
古
文
書

講
座
資
料「
温
故
録
」講
師

小
林
准
士
先
生
よ
り
）

　
殿
様
と
は
松
江
藩
第
７
代

藩
主
松
平
治
郷（
以
下
不
昧・

寛
延
４（
１
７
５
１
）年
〜
文

政
元
４（
１
８
１
８
）年
）の

こ
と
で
あ
る
。不
昧
は
、そ
れ

ま
で
患
っ
て
い
た
麻
疹
は
平

癒
し
た
が
今
度
は
痔
を
患

い
、保
養
が
必
要
で
参
勤
交

代
の
江
戸
出
府
を
延
期
し
た

と
い
う
も
の
だ
。時
は
、
安

永
５（
１
７
７
６
）年
、不
昧

26
才
の
年
で
あ
る
。不
昧
は

前
年
の
安
永
４
年
松
江
に

帰
っ
て
お
り
、今
度
は
江
戸

へ
の
参
府
の
年
で
あ
っ
た
。不

昧
の
参
勤
交
代
は
こ
の
時
が

５
回
目
で「
松
平
不
昧
伝
」

（
以
下
不
昧
伝
）に
よ
れ
ば

「
６
月
以
来
大
い
に
病
む
。江

戸
医
京
医
に
来
診
を
仰
ぐ
。

生
母
本
寿
院
こ
れ
を
憂
い
神

符
を
送
る
」と
あ
る
。

　
件
の
痔
疾
を
病
む
に
当

た
っ
て「
京
都
よ
り
お
医
師

　
畑
立
庵
を
御
招
き
に
付
き

立
庵
は
六
日
に
到
着
」（
温
故

録
）し
た
。畑
立
庵（
京
都
府

医
師
会
発
行
京
都
の
医
学
史

は「
畑
柳
庵
」、不
昧
伝
は
畑

柳
安
、以
下
立
庵
）は
、京
都

生
ま
れ
で
若
年
の
頃
か
ら
盛

名
高
く
、法
源
、後
に
は
法

印
と
な
る
。医
師
に
は
僧
に

倣
っ
て
法
橋
、法
源
、法
印
の

ラ
ン
ク
が
あ
り
、最
高
の
法

印
と
な
れ
ば
天
皇
や
将
軍
の

脈
を
取
る
。立
庵
は
天
皇
か

ら
賜
っ
た
学
名
を
そ
の
ま
ま

学
館「
医
学
院
」を
創
設
、門

弟
２
千
余
人
に
及
ん
だ
と
い

う
。

　
後
の「
江
戸
医
京
医
」と

は
大
阪
の
林
一
鳥（
筆
者
注
：

昭
和
５（
１
７
６
８
）年
死
去

し
た
同
名
の
医
師
が
い
る
が
、

同
一
の
医
師
か
否
か
は
不

明
）、江
戸
よ
り
小
牧
寿
庵

（
鍼
医
師
）、立
庵
の
弟
子
の

横
山
柳
珉
、畠
山
柳
悦
で

あ
っ
た（「
殿
様
を
診
た
医
師

達
」・
梶
谷
光
弘
）。生
母
本

寿
院
も
大
黒
天
の
供
物
、本

庄
摩
利
支
天
御
符
、目
黒
不

動
の
御
洗
米
、更
に
父
天
隆

院（
第
六
代
宗
衍
）も
山
王

祠
神
符
、不
動
尊
の
御
符
、

善
国
寺
毘
沙
門
御
札
を
送
っ

て
神
仏
に
縋
っ
た
こ
と
一方
な

ら
む
も
の
だ
っ
た
。

　
不
昧
の
頃
の
松
江
藩
医
は

「
第
７
代
治
郷
公
御
代
御
給

帳
」（
御
給
帳
等
か
ら
見
た

松
江
藩
の
藩
医
・
梶
谷
光
弘
）

に
よ
る
と
年
代
不
明
だ
が
、

側
医
平
山
玄
庵（
１
３
０
石
）、

加
藤
養
本（
１
８
０
石
）、林

春
皎（
２
０
０
石
）、岡
本
瑞

庵（
３
０
０
石
）、北
尾
徳
庵

（
２
０
石
５
人
扶
持
）、吉
見

玄
益（
１
０
０
石
）、太
田
玄

仲（
１
０
０
石
）が
お
り
、他

に
側
医
格
１
、御
隠
居
様
お

側
１
、医
師
19（
う
ち
本
道
ー

内
科
９
、鍼
３
、外
科
２
、そ

の
他
不
明
５
）で
１
８
０
石

か
ら
５
人
扶
持
ま
で
、又
扶

持
米
７
〜
３
俵
迄
の
町
医

７
、医
師（
町
お
目
見
医
か
」）

４
で
俸
禄
１
０
０
石
か
ら
１

０
人
扶
持
ま
で
が
あ
る
。こ

れ
ら
藩
医
に
属
す
る
者
は
、

　
　
　（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

〒
350-

0158

埼
玉
県
北
比
企
郡
川
島
町
伊
草
二
三
四-

一

　
　
　
　
　

　
　
〇
四
九-

二
九
七-

三
六
一
八

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
渉
外
部
長

  

鈴

　木

　孝

　司

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
195-

0062

東
京
都
町
田
市
大
蔵
町
二
九
四
五-

二
三

　
　
　
　
　  

電
　
話
　

〇
四
二-

七
三
六-

〇
〇
三
四

　
　
　
　
　  

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

　
　
　
　
　  

携
　
帯
　

〇
九
〇-

七
二
七
五-

八
三
二
三

日
本
大
学
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
長

    

鈴

　木

　
　
　勝

通
信
教
育
部
長

総
合
社
会
情
報
研
究
科
長

  

松

　重

　充

　浩

事
務
局
長

　
　
　
　

瀨

　川

　一

　之

　
　
　

〒
102-

8005

千
代
田
区
九
段
南
四-

八-

二
八

　
　
　
　

電
話

〇
三-

五
二
七
五-

八
九
〇
一

日
本
大
学
通
信
教
育
部

大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
幹
事
長

日
本
大
学
経
済
学
部
校
友
会  

幹
事
長
代
理

目
黒
日
本
大
学
中
学
校
・
高
等
学
校  

評
議
員

  

北

　村

　周

　之

　
　
〒
162-

0813

東
京
都
新
宿
区
東
五
軒
町
六-

三
四

　
　
　
　
　
　
　
　    

携
帯
〇
九
〇-

一
六
一
五-

二
六
五
一
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パ
リ
に
は
世
界
的
に
著
名

な
美
術
館
が
た
く
さ
ん
あ

り
、そ
の
多
く
は
三
脚
と
ス

ト
ロ
ボ
を
使
わ
な
け
れ
ば
、

展
示
作
品
の
撮
影
は
自
由

だ
っ
た
。

　
か
ね
て
か
ら
泰
西
名
画
を

画
集
や
展
示
会
図
録
な
ど
で

鑑
賞
し
て
い
た
が
、す
べ
て

額
縁
の
な
い
絵
だ
け
の
印
刷

で
あ
り
、色
も
原
画
に
忠
実

で
な
い
も
の
も
あ
っ
て
不
満

だ
っ
た
。

　
だ
か
ら
５
回
の
パ
リ
滞
在

中
に
、ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
と

オ
ル
セ
ー
美
術
館
を
各
５

回
、オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術

館
を
２
回
、ピ
カ
ソ
美
術
館

を
１
回
訪
ね
、大
口
径
の
明

る
い
標
準
レ
ン
ズ
と
、原
画

の
カ
ラ
ー
を
忠
実
に
写
し
と

り
、粒
子
が
出
な
い
超
低
感

度
ポ
ジ・
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム

を
使
っ
て
撮
影
し
た
。

　
な
か
で
も
ル
ー
ヴ
ル
美
術

館
と
オ
ル
セ
ー
美
術
館
は
、

い
つ
も
大
勢
の
観
光
客
が
展

示
室
内
を
行
き
来
し
て
お

り
、さ
ら
に
有
名
作
品
の
前

は
人
だ
か
り
が
絶
え
な
か
っ

た
の
で
、人
が
い
な
く
な
る

ま
で
待
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
た
。だ
か
ら
か
な
り

の
時
間
と
忍
耐
が
要
っ
た
。

だ
が
、毎
回
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
。

■
撮
影
し
た
作
品
の一部

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で

・
民
衆
を
導
く
自
由
の
女
神

／
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ

・
カ
ナ
の
婚
宴

　
／
パ
オ
ロ・ヴ
ェロ
ネ
ー
ゼ

・モ
ナ
・
リ
ザ

　
／
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・ヴ
ィ
ン
チ

・ヴ
ァ
ル
パ
ン
ソ
ン
の
浴
女

　
／
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・ア
ン
グ
ル

　
オ
ル
セ
ー
美
術
館
で

・
睡
蓮
の
池
、緑
の
ハ
ー
モ

　
ニ
ー
／
ク
ロ
ー
ド
・モ
ネ

・
草
上
の
昼
食

　
／
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル・マ
ネ

・ア
ル
ル
の
寝
室
／
ヴ
ィ
ン
セ

　
ン
ト
・ヴ
ァ
ン・
ゴ
ッ
ホ

・
林
檎
と
オ
レ
ン
ジ

　
／
ポ
ー
ル・
セ
ザ
ン
ヌ

・ム
ー
ラ
ン・ド・ラ・ギ
ャ
レ
ッ

ト
／
ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー

　
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ア
ー
ル

・
バ
レ
エ
の
授
業

　
／
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ

・ア
レ
ア
レ
ア

　
／
ポ
ー
ル・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
で

・コ
コ
シ
ャ
ネ
ル
の
肖
像

　
／
マ
リ
ー
・ロ
ー
ラ
ン
サ
ン

・
連
作「
睡
蓮
」（
壁
面
）

　
／
ク
ロ
ー
ド
・モ
ネ

・モ
ン・ス
ニ
通
り

　
／
モ
ー
リ
ス・ユ
ト
リ
ロ

・
ポ
ー
ル・
ギ
ョ
ー
ム
の
肖
像

　
／
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ

ピ
カ
ソ
美
術
館
で

・
自
画
像
／
パ
ブ
ロ・
ピ
カ
ソ

・
横
た
わ
る
裸
婦

　
／
パ
ブ
ロ・
ピ
カ
ソ

・
手
を
組
ん
で
座
る
ジ
ャ
ク

リ
ー
ヌ
／
パ
ブ
ロ・
ピ
カ
ソ

・
接
吻
／
パ
ブ
ロ・
ピ
カ
ソ

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
、興
奮

名
画
を
撮
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
歩
く
（34）
最
終
回

相
談
役
　

小
西
長
之
助

し
な
が
ら
撮
影
し
た
こ
と
は
、

終
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
で
素
晴
ら
し
い
思
い

出
と
な
っ
た
。      

（
終
わ
り
）

お
礼　ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
の
私
の
生

き
ざ
ま（
自
分
史
）の
記
録

で
も
あ
る「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

歩
く
」を
長
ら
く
お
読
み
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

出
版
紹
介

育
の
得
点
に
な
る
と
い
う
の

で
、大
勢
の
学
生
が
参
加
し

た
。早
朝
う
す
暗
い
中
を
九

十
九（
つ
づ
ら
）折（
お
）り

の
山
道
、し
か
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ

石
の
山
道
の
登
山
は
大
変

だ
っ
た
。遂
に
私
は
７
合
目

辺
り
で
軽
い
高
山
病
に
か
か

り
、Ｎ
先
生
に
付
き
添
わ
れ

て
室（
む
ろ
）で
休
ん
だ
。十

数
分
で
快
復
し
、み
ん
な
の

列
を
追
っ
た
。快
晴
で
雲
海

か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
太

陽
、初
日
を
拝
ん
だ
。た
と

え
よ
う
の
な
い
感
激
に
満
た

さ
れ
た
。頂
上
で
火
口
を
の

ぞ
い
た
り
、お
宮
様
に
手
を

合
わ
せ
た
り
、鳥
居
の
前
で

写
真
を
撮
っ
た
り
し
た
。帰

り
は
須
走
ル
ー
ト
を
白
い
霧

の
中
、下
山
し
た
。ひ
ざ
が

躍
っ
た
。

　
そ
の
他
、世
田
谷
で
の
ス

ク
エ
ア
ダ
ン
ス
や
運
動
会
、

体
操
、講
堂
で
の
弁
論
大
会

や
芸
術
祭
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
折
に
私
も
、尺
八
に
合

わ
せ
て
筝
を
弾
い
た
。図
書

館
も
私
は
よ
く
利
用
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。今
思
う
と
、懐
か

し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
。

　
優
し
か
っ
た
諸
先
生
方

や
、同
室
で
過
ご
し
た
友
人

た
ち
に
お
会
い
で
き
た
ら
と

思
う
が
、そ
れ
は
無
理
。何

し
ろ
時
代
が
流
れ
て
い
る
か

ら
。で
も
、若
か
っ
た
頃
の
向

学
心
は
少
々
、私
の
心
の
底

に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
。短
歌

や
俳
句
を
勉
強
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。若
け
れ
ば
日

大
の
通
教
の
大
学
院
の
門
を

く
ぐ
り
た
い
の
だ
が
。

　
今
か
ら
67
年
も
以
前
、私

は
師
範
出
の
先
生
に
負
け
ま

い
と
、日
大
の
通
教
部
に
入

し
な
が
ら
撮
影
し
た
こ
と
は
、

終
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
で
素
晴
ら
し
い
思
い

（
終
わ
り
）

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
私
の
生

た
。早
朝
う
す
暗
い
中
を
九

育
の
得
点
に
な
る
と
い
う
の

で
、大
勢
の
学
生
が
参
加
し

年
も
以
前
、私

は
師
範
出
の
先
生
に
負
け
ま
育
の
得
点
に
な
る
と
い
う
の

で
、大
勢
の
学
生
が
参
加
し

静
岡
県

袴
田
　
毬
子

日
大
通
教
部
の
思
い
出

富
士
登
山
・
芸
術
祭
等
々

（
元
小
中
学
校
教
員
92
歳
）

不
昧
公
の
痔
と
へ
ち
ま
水

　
　
坂
本
育
穂
（
昭
和
４
７
年
　
文
理
学
部
英
文
学
科
卒
）

不
昧
公
の
痔
と
へ
ち
ま
水

　
　
坂
本
育
穂
（
昭
和
４
７
年
　
文
理
学
部
英
文
学
科
卒
）

そ
の
昔
、
金
毘
羅
参
詣
客
の
上
陸
地
で
あ
っ
た
丸
亀
の
船
溜
り
︵
新
堀

湛
甫
︶
を
築
造
す
る
た
め
、
江
戸
お
よ
び
近
国
で
千
人
講
を
つ
く
り
、
江

戸
の
富
商
塩
原
太
助
の
80
両
を
は
じ
め
と
し
た
寄
附
に
よ
り
天
保
９
︵
１

８
３
８
︶
年
に
で
き
た
信
仰
と
航
路
標
識
を
兼
ね
た
青
銅
燈
籠
︵﹁
太
助
燈

籠
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
︶
の
下
部
に
刻
ま
れ
た
文
字
。

町
ま
ち
の
文
字

町
ま
ち
の
文
字
（39）

香
川
県
支
部

　小
西
長
之
助

〒
344-

0064

埼
玉
県
春
日
部
市
南
二-

四-

一
六

　
　
　
　

電
話

〇
四
八-

七
三
八-

七
一
三
〇

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
総
務
部
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

東
京
都
支
部  

相
談
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

埼
玉
県
支
部  

顧

　問

日
本
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部  

常
任
幹
事

    

肱

　岡

　堅

　一


